
令和8年（2026年）8月7日第２４２号 ひらつか議会だより

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
絆

市
内
経
済
の
好
循
環
推 

進
に
向
け
た
取
り
組
み

問
　
小
・
中
学
校
の
給
食
食
材

の
調
達
に
つ
い
て
、
市
内
と
市

外
業
者
の
数
、
構
成
割
合
と
支

出
額
を
伺
う
。

市
長
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
市
内
業
者
数
が
14
社
で
、
構

成
割
合
が
42
・
４
％
、
支
出
額

は
約
２
億
７
千
万
円
で
33
・
２

％
、
市
外
業
者
数
が
19
社
で

57
・
６
％
、
支
出
額
は
約
５
億

４
千
万
円
で
66
・
８
％
で
あ

る
。
単
独
調
理
場
７
校
で
は
市

内
業
者
数
が
15
社
で
53
・
６

％
、
支
出
額
は
約
９
千
万
円
で

37
・
５
％
、
市
外
業
者
数
が
13

社
で
46
・
４
％
、
支
出
額
は
約

１
億
５
千
万
円
で
62
・
５
％
で

あ
る
。

問
　
市
外
業
者
へ
２
倍
以
上
の

金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、

地
域
経
済
の
観
点
か
ら
、
問
題

は
な
い
の
か
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
地
方
自
治
法

に
の
っ
と
り
、
公
正
か
つ
公
平

に
選
定
し
た
結
果
で
あ
る
。

問
　
市
民
病
院
の
食
材
調
達
の

市
内
と
市
外
業
者
の
数
、
構
成

割
合
と
支
出
額
を
伺
う
。

市
長
　
市
内
業
者
数
は
４
社
で

36
・
４
％
、
市
外
業
者
数
は
７

社
で
63
・
６
％
で
あ
る
。
支
出

額
は
税
抜
き
で
市
内
業
者
が
約

１
千
万
円
で
11
・
８
％
、
市
外

業
者
が
約
７
千
万
円
で
88
・
２

％
で
あ
る
。

問
　
市
内
経
済
の
活
性
化
の
観

点
か
ら
、
こ
の
差
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
食
材
の

高
騰
な
ど
に
影
響
さ
れ
る
た

め
、
見
積
り
合
わ
せ
で
よ
り
安

価
な
業
者
を
選
ば
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る
。
や
む
を
得
ず

市
外
業
者
の
割
合
が
増
え
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
民
間
の
幼
稚
園
が
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
た
件
数
と
、

補
助
金
の
内
訳
を
伺
う
。

市
長
　
過
去
５
年
間
で
４
園
の

幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
し
、
３
園
に
補
助
金
を
交
付

し
た
。
内
訳
は
建
て
替
え
が
２

園
で
約
６
億
９
千
万
円
、
改
修

が
１
園
で
約
３
億
円
で
あ
る
。

問
　
補
助
金
の
原
資
は
税
金
で

あ
る
。
給
食
食
材
を
市
内
業
者

か
ら
調
達
す
る
と
い
う
条
件
を

加
え
て
は
い
か
が
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
補
助
金

は
施
設
整
備
を
目
的
に
交
付
し

て
い
る
た
め
、
市
内
業
者
に
限

定
す
る
よ
う
市
か
ら
依
頼
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

問
　
税
金
を
市
内
で
循
環
さ
せ

る
構
造
に
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
地
元
食
材
の
使
用
に
つ

い
て
思
い
を
伝
え
て
い
く
。

平
塚
駅
周
辺
の 

安
心
・
安
全

問
　
国
は
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備

を
推
進
す
る
方
針
を
閣
議
決
定

国
民
保
護
を
含
め
た
、
多
目
的

な
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

駅
周
辺
地
区
整
備
担
当
部
長
　

地
下
空
間
は
武
力
攻
撃
か
ら
自

然
災
害
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
緊

急
事
態
に
一
時
避
難
施
設
と
し

て
活
用
で
き
る
。
駅
周
辺
の
再

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
国
や

県
、
防
災
計
画
な
ど
の
動
向
を

踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
た
防
災

機
能
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
　
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
研
究
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

駅
周
辺
地
区
整
備
担
当
部
長
　

上
位
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

つ
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
土
沢
地
区
の
認
定
こ
ど
も

園
と
、
神
田
保
育
園
の
建
て
替

え
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　（
仮
称
）

土
沢
認
定
こ
ど
も
園
は
新
園
舎

の
建
設
工
事
を
進
め
、
神
田
保

育
園
は
移
転
先
の
地
盤
改
良
工

事
の
準
備
を
し
て
い
る
。
共

に
、
令
和
９
年
４
月
の
開
所
を

目
指
し
て
い
る
。

問
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
１
歳
児

に
対
し
て
は
、
国
の
基
準
よ
り

多
く
の
保
育
士
を
配
置
し
て
お

り
、
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
の

受
け
入
れ
に
対
し
て
は
、
人
件

費
を
補
助
す
る
な
ど
、
保
育
士

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
保
育
士
確
保
策
の
改
善
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
保
育
現

場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
利
用
し

や
す
い
制
度
に
な
る
よ
う
、
研

究
し
て
い
く
。

高
齢
者
に
寄
り
添
う

問
　
福
祉
会
館
や
地
区
公
民
館

で
開
催
し
て
い
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
講
座
の
参
加

状
況
と
課
題
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
講
座
に
は
多
数
参

加
が
あ
る
。
課
題
は
、
参
加
者

の
個
人
差
に
対
す
る
対
応
で
あ

る
。
今
後
も
習
熟
度
に
合
わ
せ

た
講
座
や
、
日
常
生
活
に
役
立

つ
講
座
を
開
催
し
て
い
く
。

問
　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
へ

の
寄
り
添
い
に
つ
い
て
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
窓

口
で
の
対
面
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

や
、
書
面
に
よ
る
従
来
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
も
継
続
し
、
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
特
殊
詐
欺
の
被
害
者
に
な

ら
な
い
た
め
の
防
止
策
と
、
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
本
市
で
は
特
殊
詐

欺
被
害
の
防
止
策
と
し
て
、
市

内
在
住
の
65
歳
以
上
を
対
象

に
、
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き

電
話
機
な
ど
の
一
部
を
補
助
し

て
い
る
。
今
後
も
周
知
や
啓
発

を
継
続
し
、
防
止
に
努
め
る
。

問
　
認
知
症
の
早
期
発
見
、
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長
　
市
内
13
か
所
の
高

齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
に

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配

置
し
、
本
人
や
家
族
の
相
談
支

援
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
総
合
浸

水
対
策
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
地

域
拡
大
　
住
宅
の
耐
震
化
推
進

　

小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
進

捗
状
況
　
小
・
中
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
・
温
水
洗
浄
便
座
・

み
ん
な
の
ト
イ
レ
　
中
学
校
部

活
動
指
導
員
の
配
置

平
塚
市
立
金
目
小
学
校 

中
学
校
五
領
ケ
台
分
校 

の

在

り

方

問
　
五
領
ケ
台
分
校
で
は
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
や
状

況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支

援
や
、
高
度
な
専
門
性
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
特
色
あ
る
施

設
内
学
校
で
、
き
め
細
や
か
な

指
導
や
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
教
職
員
の
工
夫
や
取

り
組
み
な
ど
の
積
み
重
ね
の
成

果
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

余
り
が
経
過
し
た
。
業
務
改
善

や
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
は
、
ど

の
よ
う
に
図
ら
れ
て
き
た
の
か

伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
職
場
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
定
期
的

な
面
談
な
ど
に
よ
り
、
業
務
改

善
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
給

食
の
栄
養
計
算
ソ
フ
ト
の
導
入

な
ど
事
務
改
善
を
図
り
、
専
門

性
を
生
か
し
た
業
務
に
注
力
で

き
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

問
　
こ
の
９
年
間
で
培
わ
れ
た

専
門
的
な
支
援
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、

現
状
を
、
県
内
の
教
職
員
や
学

校
に
広
め
、
通
級
支
援
な
ど
に

も
有
効
的
に
還
元
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
こ
れ
ま
で
も

事
例
研
究
を
通
し
、
有
効
な
支

援
方
法
な
ど
を
改
善
し
て
き

た
。
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
８
月
に
は
近
隣
の
小
・
中

学
校
や
特
別
支
援
学
校
の
教
職

員
の
希
望
者
を
対
象
に
、
公
開

実
践
報
告
会
と
い
う
形
で
情
報

交
換
の
場
を
設
け
る
。
五
領
ケ

台
分
校
を
知
っ
て
も
ら
い
、
双

方
向
の
情
報
交
換
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で 

の
栄
養
士
の
業
務

問
　
平
塚
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
稼
動
し
て
１
年
９
か
月

し
た
が
、
本
市
が
策
定
し
た
平

塚
駅
周
辺
地
区
将
来
構
想
及
び

平
塚
駅
周
辺
地
区
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
、
地
下
空
間
を
活
用

し
た
防
災
や
避
難
機
能
の
考
え

方
は
示
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

駅
周
辺
地
区
整
備
担
当
部
長
　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
公

共
貢
献
メ
ニ
ュ
ー
に
、
帰
宅
困

難
者
用
一
時
滞
在
施
設
の
整
備

を
位
置
づ
け
、
広
く
防
災
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

問
　
地
下
空
間
の
防
災
利
用
や

子
を
育
み
、高
齢
者
に
寄
り
添
う

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

出
村 

光 

議
員

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
て

久
保
田 

聡 

議
員

満
足
度
Ｎ
Ｏ
１
の

平
塚
を
め
ざ
し
て

臼
井 

照
人 

議
員

市長提出議案

報　告
報告番号 件　名

第2号 専決処分の報告について

　令和８年５月15日に５月臨時会を開催し、市長提出議案が８件提
出され、全員異議なく承認、同意しました。

５月臨時会　審議の結果

湘南フォーラム絆 所 属 議 員

府川 正明 議員山原 栄一 議員

議案番号 件　名 結果

第26号
専決処分の承認について〔平塚市市税条例及びアメリ
カ合衆国軍隊の構成員等が所有する軽自動車等に対す
る軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例
の一部を改正する条例〕

承認

第27号 専決処分の承認について〔平塚市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の一部を改正する条例〕 承認

第28号 専決処分の承認について〔令和７年度平塚市一般会計
補正予算〕 承認

第29号 専決処分の承認について〔令和７年度平塚市競輪事業
特別会計補正予算〕 承認

第30号 専決処分の承認について〔令和７年度平塚市国民健康
保険事業特別会計補正予算〕 承認

第31号 専決処分の承認について〔令和７年度平塚市介護保険
事業特別会計補正予算〕 承認

第32号 固定資産評価員の選任について 同意

第33号 令和８年度平塚市一般会計補正予算 可決


